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序 文

福島県教育委員会は、大規模開発等から埋蔵文化財包蔵地を保護するため、開発

事業が行われる以前に詳細な分布調査を実施し、関係機関と保存協議を行い、埋蔵

文化財の保存に努めております。

平成27年度は、３市２町の区域内で計画された３事業の試掘・確認調査、及び

１市の区域内で計画された１事業の分布調査を公益財団法人福島県文化振興財団に

委託して行いました。

浜通り地方では、相馬市において一般国道115号相馬福島道路建設事業に関連し

た３箇所の試掘・確認調査を実施しました。また、いわき市において主要地方道い

わき上三坂小野線（小名浜道路）に関連した１箇所の確認調査を実施しました。

中通り地方では、伊達市・桑折町において一般国道115号相馬福島道路建設事業

に関連した10箇所の試掘・確認調査を実施しました。

会津地方では、南会津郡下郷町において会津縦貫南道路建設事業に関連した４箇

所の試掘・確認調査を実施しました。

試掘・確認調査の結果、存在が知られていた遺跡の範囲や内容が明らかになると

ともに、これまで知られていなかった遺跡を発見することもできました。

この報告書が、埋蔵文化財の保護や地域の歴史を解明するための基礎資料とな

り、さらには生涯学習の資料として広く県民の皆様に御活用いただければ幸いです。

最後に、この調査に御協力いただいた当該市町村教育委員会や公益財団法人福島

県文化振興財団をはじめ関係機関並びに関係各位に対し深く感謝の意を表します。

　平成28年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　鈴木　淳一





緒 言

１．本書は、平成27年度に実施した一般国道115号相馬福島道路、地域高規格道路（会津縦貫南道路）、主

要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）の各建設予定地内に所在する遺跡及び遺跡推定地（試掘調

査により遺跡の存否を確認する地点）の分布・試掘・確認調査の報告書である。

２．この調査は、国庫補助を受け福島県教育委員会が実施した。

３．福島県教育委員会は、調査を公益財団法人福島県文化振興財団に委託した。

４．福島県教育委員会は、公益財団法人福島県文化振興財団が実施した調査に基づき、埋蔵文化財の取扱

いを決定した。

５．公益財団法人福島県文化振興財団は、下記の職員を配置して調査を実施した。

副 主 幹 藤谷　誠	 文化財主査　門脇　秀典

文化財主事 鶴見 諒平	 文化財主事 安田 創

６．本書は、福島県教育庁文化財課職員及び公益財団法人福島県文化振興財団（遺跡調査部遺跡分布調査

担当）の職員が執筆した。

　

７．調査にあたっては、地元地権者・地権者会・行政区長をはじめ下記の機関に多くの協力をいただいた。

相馬市教育委員会　伊達市教育委員会　桑折町教育委員会　下郷町教育委員会　

いわき市教育委員会　福島県土木部（いわき建設事務所・南会津建設事務所）

国土交通省東北地方整備局（福島河川国道事務所・郡山国道事務所・磐城国道事務所）

公益財団法人いわき市教育文化事業団　鮫川堰土地改良区

８．事業名称が長いものについては、一部省略した表現を用いている。

９．本書に使用した遺跡の調査記録及び出土資料は、福島県教育委員会が保管している。



用 例

１．本書における用例は次のとおりである。

（1）	 遺跡及び遺跡推定地の位置図は、国土交通省国土地理院発行縮尺1/25,000の地形図（相馬中村・保

原・福島北部・湯野上・甲子山・磐城泉）及び同じく縮尺1/50,000の地形図（小名浜）を複製した。

一般国道115号相馬福島道路位置図は、国土交通省国土地理院発行縮尺1/200,000の地勢図（福島）

を、会津縦貫南道路位置図は同じく縮尺1/200,000の地勢図（福島・白河・新潟・日光）を複製した

ものを使用している。

（2）	 トレンチ配置図は、各事業主体作製の縮尺1/1,000・1/2,000・1/2,500地形図を基とした。

２．本書第２章における遺跡・遺跡推定地及びトレンチ配置図の用例は次のとおりである。

（1）	 ：現状保存範囲

（2）	 ：未試掘範囲

（3）	 ：工事などの実施にあたっては慎
・

重工
・

事の措置をとる必要がある範囲

（4）	 ：遺跡推定地で遺構・遺物が確認されず、遺跡として取り扱わないと判断された範囲

（5）	 ：遺構・遺物が確認できたトレンチ

（6）	 ：遺構・遺物が確認できなかったトレンチ

（7）	 ：工事予定範囲

（8）	 ：周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲

（9）	 ：分布（表面）調査による遺跡推定地の範囲

３．遺跡推定地の名称は便宜上アルファベットの「Ｂ」と算用数字を組合せて表記するが、試掘調査によっ

て遺跡であることが確定すれば所在地の字名や地名をとり、新たに遺跡名称を付している。

４．各遺跡の呼び方は、『日本地名大辞典７福島県』（角川書店）収録の「小字一覧」にならったが、通称が

定着しているときは、それに従った。

５．遺構図の用例は次のとおりである。

（1）	 平面図の縮尺は、基本的に各挿図版の右下（スケール右側）に記した。

（2）	 検出した遺構は、網点で表示した。

（3）	 土色の判定に際しては、『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）を用いた。

６．本書で使用した略号は、次のとおりである。

　Ｔ：トレンチ	 Ｌ：遺構外堆積土	 ℓ：遺構内堆積土	

ＳＫ：土 坑	 Ｓ D：溝 跡	 Ｐ：小 穴	 ＳＸ：性格不明遺構	 	

　ＳＭ：相 馬 市	 ＤＴ：伊 達 市	 ＱＲ：桑 折 町	 ＣＧ：下 郷 町

ＩＷＫ：い わ き 市	 	 	

保　存保　存

未試掘未試掘

慎　工慎　工

除　外除　外
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第１章 遺跡分布調査の概要

平成27年度は、３事業（３市２町）についての試掘・確認調査、及び１事業（１市）の分布（表面）調査を公

益財団法人福島県文化振興財団に委託して実施した。また、地域高規格道路（会津縦貫南道路）のＣＧ－Ｂ

13の試掘調査（第２次調査）については、下郷町教育委員会が実施した調査の結果を反映させた。

［一般国道115号相馬福島道路］

相馬市・伊達市・桑折町における計画路線内の13箇所、計99,900㎡の遺跡及び遺跡推定地を対象に試掘・

確認調査と１箇所、27,900㎡の測量調査を実施した。一般国道115号相馬福島道路は、相馬西道路、阿武隈

東道路、阿武隈東～阿武隈、霊山道路、霊山～福島の５区間に分かれて建設が進められている。このうち、

阿武隈東道路は平成21年度、阿武隈東～阿武隈は平成26年度に試掘・確認調査及び本発掘調査が終了して

いる。

相馬西道路の区間では、３箇所で試掘・確認調査を実施したが、保存を要する箇所は確認できなかった。

これをもって、相馬西道路の区間のすべての試掘・確認調査は終了した。

霊山道路の区間では、２箇所で試掘・確認調査を

実施した。その結果、ＤＴ－Ｂ22で遺構・遺物を

確認し、3,600㎡を保存範囲とした。

霊山～福島の区間では、８箇所で試掘・確認調

査を実施した。その結果、上ノ台館跡・ＤＴ－Ｂ

34・ＱＲ－Ｂ２で遺構・遺物を確認した。上ノ台館

跡では15,600㎡を、ＤＴ－Ｂ34では600㎡を、ＱＲ－

Ｂ２では3,700㎡を保存範囲とした。

［地域高規格道路（会津縦貫南道路）］

下郷町における計画路線内の４箇所、計13,800㎡

の遺跡及び遺跡推定地を対象に試掘・確認

調査を実施した。その結果、ＣＧ－Ｂ13

と瀧ノ入遺跡で遺構・遺物を確認した。

ＣＧ－Ｂ13では150㎡を、瀧ノ入遺跡では

4,000㎡を保存範囲とした。

［主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜

道路）］

いわき市における計画路線内の江畑館跡

（10,000㎡）を対象に確認調査を実施した。

その結果、保存対象箇所はなかった。
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図１　県内遺跡分布調査位置図

１　相馬福島道路（上ノ台館跡付近）遠景（南から）
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［註］：表中のトレンチ内の％は、今年度の試掘・確認調査対象面積に対するトレンチ掘削面積の割合を示す。

表１-1　一般国道115号相馬福島道路試掘 ･確認調査遺跡一覧

表２-1　地域高規格道路（会津縦貫南道路）試掘 ･確認調査遺跡一覧

表３-1　主要地方道いわき上三坂線（小名浜道路）試掘 ･確認調査遺跡一覧

遺跡名 所在地 立地 調査期間
工区内
面積
（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

ＣＧ－B13 下郷町高陦字下居平乙 段丘 H27.6.1～6.2
H27.10.21 12,000 2,800 8 96.0 3.4% ＣＧ－ B13 土坑 縄文土器 一部保存 150 8,600

瀧ノ入遺跡 下郷町白岩字瀧ノ入 段丘 H27.10.22～11.5 7,200 5,600 23 284.7 5.1% 瀧ノ入遺跡 土坑・遺物包含層 弥生土器 一部保存 4,000 1,600 未試掘面積を含め、終了

ＣＧ－B11 下郷町中妻字辻道 段丘 H27.10.21 7,000 4,700 8 55.0 1.2% ＣＧ－ B11 なし なし 除外 0 2,300

辻堂下遺跡 下郷町中妻字辻道下 段丘 H27.10.20 3,700 700 2 16.0 2.3% 辻堂下遺跡 なし なし 慎重工事 0 3,000

会津縦貫南道路（下郷町）　　合　計（２） 29,900 13,800 41 451.7 3.3％ 会津縦貫南道路（下郷町）　　合　計（２） 4,150 15,500

遺跡名 所在地 立地 調査期間 工区内
面積（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

ＳＭ－Ｂ① 相馬市山上字荒屋舗 沖積地 H27.6.18～6.19 7,600 3,100 4 180.0 5.8% ＳＭ－Ｂ① なし 縄文土器 除外 0 0 試掘調査完了

ＳＭ－Ｂ② 相馬市今田字山野 沖積地 H27.6.17 5,900 4,800 10 211.8 4.4% ＳＭ－Ｂ② なし なし 除外 0 0 試掘調査完了H27.11.11

ＳＭ－Ｂ⑤
（東羽黒平遺跡） 相馬市今田字東羽黒平・湯在小路 沖積地

・段丘
H27.6.30 13,900 3,500 10 82.0 2.3% ＳＭ－Ｂ⑤

（東羽黒平遺跡） なし なし 慎重工事 0 0 確認調査完了H27.11.10
相馬西道路（相馬市）　計 27,400 11,400 24 473.8 4.2％ 相馬西道路（相馬市）　計 0 0

ＤＴ－ B22 伊達市霊山町下小国字荒屋敷・
　　　　　　　　　字桜町・沖 段丘 H27.5.13～5.21 33,000 19,000 44 500.5 2.6% ＤＴ－ B22 遺物包含層 縄文土器・石器 一部保存 3,600 8,300 下小国荒屋敷遺跡として登録

未試掘面積を含め、終了

山岸遺跡 伊達市霊山町下小国字山岸・清水 段丘 H27.5.22 2,000 1,300 3 41.0 3.2% 山岸遺跡 なし なし 慎重工事 0 300 未試掘面積を含め、終了

霊山道路（伊達市）　計 35,000 20,300 47 541.5 2.7％ 霊山道路（伊達市）　計 3,600 8,600

上ノ台館跡 伊達市霊山町下小国字上ノ台 丘陵 H27.4.22～4.24 27,900 27,900 測量 － － 上ノ台館跡 溝跡・平場 なし 一部保存 11,900 3,000 縄張り図作成
H27.6.15～7.29 9,400 50 259.3 2.8% 溝跡・土坑 縄文土器 一部保存 3,700 1,300

ＤＴ－ B34 伊達市霊山町下小国字上ノ台 丘陵 H27.7.13～7.29 2,300 1,900 8 29.5 1.6% ＤＴ－ B34 土坑・構築排土層 なし 一部保存 600 400 上ノ台遺跡として登録

ＤＴ－B26 伊達市保原町大柳字栃窪入 丘陵 H27.11.24～12.11 18,500 18,500 50 707.0 3.8% ＤＴ－ B26 なし なし 除外 0 0 試掘調査完了

ＤＴ－B35 伊達市保原町大柳字栃窪入 丘陵 H27.12.9 2,600 1,400 4 32.0 2.3% ＤＴ－ B35 なし なし 除外 0 1,100

ＤＴ－ B28 伊達市保原町上保原字将帰坂 丘陵 H27.7.28～8.5 14,200 7,900 24 528.0 6.7% ＤＴ－ B28 なし なし 除外 0 300 未試掘面積を含め、終了

霊山～福島（伊達市）　計 65,500 試掘 39,100
測量 27,900 136 1555.8 4.0％ 霊山～福島（伊達市）　計 16,200 6,100

ＱＲ－Ｂ 2 桑折町松原字川原田・姫松・沢田
　　　成田字半五郎 段丘 H27.9.29～10.9 18,500 14,600 53 499.8 3.4% ＱＲ－Ｂ 2 溝跡・土坑・遺物包含層 縄文土器・須恵器・土師器・

石器 一部保存 3,700 3,900 川原田遺跡として登録

ＱＲ－Ｂ 3 桑折町松原字日照田 段丘 H27.9.14～9.28 20,500 10,800 31 248.0 2.3% ＱＲ－Ｂ 3 なし 須恵器・土師器 除外 0 9,700

ＱＲ－Ｂ 4 桑折町松原字舘ノ前 段丘 H27.9.1～9.4 20,300 3,700 12 108.9 2.9% ＱＲ－Ｂ 4 なし なし 除外 0 16,600

霊山～福島（桑折町）　計 59,300 29,100 96 856.7 2.9％ 霊山～福島（桑折町）　計 3,700 30,200

相馬福島道路　　合　計（１） 187,200 試掘 99,900
測量 27,900 303 3427.8 3.4％ 相馬福島道路　　合　計（１） 23,500 44,900

遺跡名 所在地 立地 調査期間
工区内
面積
（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

江畑館跡 いわき市江畑町堀ノ内 丘陵 Ｈ 27.11.18～12.11 10,000 10,000 53 387.0 3.9% 江畑館跡 なし 土師器 慎重工事 0 0 確認調査完了

小名浜道路（いわき市）　　合　計（３） 10,000 10,000 53 387.0 3.9% 小名浜道路（いわき市）　　合　計（３） 0 0

平成27年度試掘・確認調査遺跡　　総合計（１）＋（２）＋（３） 227,100
試掘 123,700
測量		27,900 397 4,266.5 3.4% 平成27年度試掘・確認調査遺跡　　総合計（１）＋（２）＋（３） 27,650 60,400
計		151,600
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表１-2　一般国道115号相馬福島道路試掘 ･確認調査遺跡一覧

表２-2　地域高規格道路（会津縦貫南道路）試掘 ･確認調査遺跡一覧

表３-2　主要地方道いわき上三坂線（小名浜道路）試掘 ･確認調査遺跡一覧

遺跡名 所在地 立地 調査期間
工区内
面積
（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

ＣＧ－B13 下郷町高陦字下居平乙 段丘 H27.6.1～6.2
H27.10.21 12,000 2,800 8 96.0 3.4% ＣＧ－ B13 土坑 縄文土器 一部保存 150 8,600

瀧ノ入遺跡 下郷町白岩字瀧ノ入 段丘 H27.10.22～11.5 7,200 5,600 23 284.7 5.1% 瀧ノ入遺跡 土坑・遺物包含層 弥生土器 一部保存 4,000 1,600 未試掘面積を含め、終了

ＣＧ－B11 下郷町中妻字辻道 段丘 H27.10.21 7,000 4,700 8 55.0 1.2% ＣＧ－ B11 なし なし 除外 0 2,300

辻堂下遺跡 下郷町中妻字辻道下 段丘 H27.10.20 3,700 700 2 16.0 2.3% 辻堂下遺跡 なし なし 慎重工事 0 3,000

会津縦貫南道路（下郷町）　　合　計（２） 29,900 13,800 41 451.7 3.3％ 会津縦貫南道路（下郷町）　　合　計（２） 4,150 15,500

遺跡名 所在地 立地 調査期間 工区内
面積（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

ＳＭ－Ｂ① 相馬市山上字荒屋舗 沖積地 H27.6.18～6.19 7,600 3,100 4 180.0 5.8% ＳＭ－Ｂ① なし 縄文土器 除外 0 0 試掘調査完了

ＳＭ－Ｂ② 相馬市今田字山野 沖積地 H27.6.17 5,900 4,800 10 211.8 4.4% ＳＭ－Ｂ② なし なし 除外 0 0 試掘調査完了H27.11.11

ＳＭ－Ｂ⑤
（東羽黒平遺跡） 相馬市今田字東羽黒平・湯在小路 沖積地

・段丘
H27.6.30 13,900 3,500 10 82.0 2.3% ＳＭ－Ｂ⑤

（東羽黒平遺跡） なし なし 慎重工事 0 0 確認調査完了H27.11.10
相馬西道路（相馬市）　計 27,400 11,400 24 473.8 4.2％ 相馬西道路（相馬市）　計 0 0

ＤＴ－ B22 伊達市霊山町下小国字荒屋敷・
　　　　　　　　　字桜町・沖 段丘 H27.5.13～5.21 33,000 19,000 44 500.5 2.6% ＤＴ－ B22 遺物包含層 縄文土器・石器 一部保存 3,600 8,300 下小国荒屋敷遺跡として登録

未試掘面積を含め、終了

山岸遺跡 伊達市霊山町下小国字山岸・清水 段丘 H27.5.22 2,000 1,300 3 41.0 3.2% 山岸遺跡 なし なし 慎重工事 0 300 未試掘面積を含め、終了

霊山道路（伊達市）　計 35,000 20,300 47 541.5 2.7％ 霊山道路（伊達市）　計 3,600 8,600

上ノ台館跡 伊達市霊山町下小国字上ノ台 丘陵 H27.4.22～4.24 27,900 27,900 測量 － － 上ノ台館跡 溝跡・平場 なし 一部保存 11,900 3,000 縄張り図作成
H27.6.15～7.29 9,400 50 259.3 2.8% 溝跡・土坑 縄文土器 一部保存 3,700 1,300

ＤＴ－ B34 伊達市霊山町下小国字上ノ台 丘陵 H27.7.13～7.29 2,300 1,900 8 29.5 1.6% ＤＴ－ B34 土坑・構築排土層 なし 一部保存 600 400 上ノ台遺跡として登録

ＤＴ－B26 伊達市保原町大柳字栃窪入 丘陵 H27.11.24～12.11 18,500 18,500 50 707.0 3.8% ＤＴ－ B26 なし なし 除外 0 0 試掘調査完了

ＤＴ－B35 伊達市保原町大柳字栃窪入 丘陵 H27.12.9 2,600 1,400 4 32.0 2.3% ＤＴ－ B35 なし なし 除外 0 1,100

ＤＴ－ B28 伊達市保原町上保原字将帰坂 丘陵 H27.7.28～8.5 14,200 7,900 24 528.0 6.7% ＤＴ－ B28 なし なし 除外 0 300 未試掘面積を含め、終了

霊山～福島（伊達市）　計 65,500 試掘 39,100
測量 27,900 136 1555.8 4.0％ 霊山～福島（伊達市）　計 16,200 6,100

ＱＲ－Ｂ 2 桑折町松原字川原田・姫松・沢田
　　　成田字半五郎 段丘 H27.9.29～10.9 18,500 14,600 53 499.8 3.4% ＱＲ－Ｂ 2 溝跡・土坑・遺物包含層 縄文土器・須恵器・土師器・

石器 一部保存 3,700 3,900 川原田遺跡として登録

ＱＲ－Ｂ 3 桑折町松原字日照田 段丘 H27.9.14～9.28 20,500 10,800 31 248.0 2.3% ＱＲ－Ｂ 3 なし 須恵器・土師器 除外 0 9,700

ＱＲ－Ｂ 4 桑折町松原字舘ノ前 段丘 H27.9.1～9.4 20,300 3,700 12 108.9 2.9% ＱＲ－Ｂ 4 なし なし 除外 0 16,600

霊山～福島（桑折町）　計 59,300 29,100 96 856.7 2.9％ 霊山～福島（桑折町）　計 3,700 30,200

相馬福島道路　　合　計（１） 187,200 試掘 99,900
測量 27,900 303 3427.8 3.4％ 相馬福島道路　　合　計（１） 23,500 44,900

遺跡名 所在地 立地 調査期間
工区内
面積
（㎡）

平成 27 年度調査
遺跡名

平成 27 年度調査結果
取扱い

保存
面積
（㎡）

未試掘
面積
（㎡）

備　考対象面積
（㎡）

トレンチ
遺　構 遺　物本数 掘削面積

（㎡） 割合

江畑館跡 いわき市江畑町堀ノ内 丘陵 Ｈ 27.11.18～12.11 10,000 10,000 53 387.0 3.9% 江畑館跡 なし 土師器 慎重工事 0 0 確認調査完了

小名浜道路（いわき市）　　合　計（３） 10,000 10,000 53 387.0 3.9% 小名浜道路（いわき市）　　合　計（３） 0 0

平成27年度試掘・確認調査遺跡　　総合計（１）＋（２）＋（３） 227,100
試掘 123,700
測量		27,900 397 4,266.5 3.4% 平成27年度試掘・確認調査遺跡　　総合計（１）＋（２）＋（３） 27,650 60,400
計		151,600
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第２章　試掘・確認調査

第１節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

一般国道115号相馬福島道路は、常磐自動車道と東北自動車道を結ぶ、全長約45㎞の高規格幹線道路（自

動車専用道路）として計画され、東日本大震災からの早期復興を図る復興支援道路として緊急に整備される

こととなった。全５区間のうち、相馬西道路と阿武隈東道路の２区間は国土交通省東北地方整備局磐城国道

事務所が、阿武隈東～阿武隈と霊山道路と霊山～福島の３区間は同省同局福島河川国道事務所が事業を進め

ている。

本事業の埋蔵文化財に関する調査は、平成14年度の阿武隈東道路での分布（表面）調査より開始した。そ

の後、同区間では平成18年度より試掘・確認調査を実施し、平成21年度には同区間にかかる本発掘調査は

終了している。

相馬西道路の区間にかかる分布（表面）調査は平成23年度に実施し、平成25年度より試掘調査及び本発掘

調査を開始した。平成27年度は相馬市に所在する遺跡・遺跡推定地（計３箇所）で試掘・確認調査を実施し、

同区間にかかる試掘・確認調査及び本発掘調査はすべて終了した。

阿武隈東～阿武隈の区間にかかる分布（表面）調査は平成24年度に実施し、同年度より試掘・確認調査を

開始し、平成26年度には同区間にかかる試掘・確認調査及び本発掘調査はすべて終了している。

霊山道路の区間にかかる分布調査は平成18・21年度に実施し、平成24年度より試掘・確認調査を、平成

25年度には本発掘調査を開始した。平成27年度は伊達市に所在する遺跡・遺跡推定地（計２箇所）で試掘・

図２　一般国道115号相馬福島道路位置図
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第１節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

確認調査を実施した。

霊山～福島の区間にかかる分布調査は平成24

年度に実施し、平成26年度より試掘調査を開始

した。平成27年度は伊達市に所在する遺跡・遺

跡推定地（計５箇所）、桑折町に所在する遺跡推定

地（計３箇所）で試掘・確認調査を実施した。

（１）相馬市の遺跡

１．ＳＭ－Ｂ①（第４次調査）

所 在 地　相馬市山上字荒屋舗

調査対象面積　3,100㎡	

保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	

出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ①は、平成23年度の分

布（表面）調査において、土師器の破片が採取され

たことから、新たに追加された遺跡推定地である

（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。宇多川右岸

の沖積地に立地し、現況は畑・荒地である。

本年度の試掘調査は、工区内の3,100㎡を対象

に、トレンチ４本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、各トレンチの表

土直下が氾濫原の砂・礫層であり、遺構は確認で

きなかった。15Ｔより縄文土器が１点出土した

が、摩耗が著しく、調査箇所より離れた場所から

の流れ込みであると判断した。よって工区内調査

範囲は、遺跡として扱わない。

また、今回の調査をもって、ＳＭ－Ｂ①のすべ

ての調査は終了した。

２．ＳＭ－Ｂ②（第２・３次調査）

所 在 地　相馬市今田字山野

調査対象面積　4,800㎡	

保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	

出 土 遺 物　なし

１．ＳM－Ｂ①

ＳM－Ｂ③

ＳM－Ｂ④
３．ＳM－Ｂ⑤
（東羽黒平遺跡）

台畑遺跡

ＳM－Ｂ⑥

ＳM－Ｂ⑦
ＳM－Ｂ⑧

２．ＳM－Ｂ②

ＳM－Ｂ⑩

ＳM－Ｂ⑨
（横川Ｂ遺跡）

平成27年度試掘・確認調査箇所
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動
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道
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ＳM－Ｂ⑦
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（横川Ｂ遺跡）
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常
磐
自
動
車
道
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図３　相馬市の遺跡

図４　ＳＭ－Ｂ①トレンチ配置図
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第 2章　試掘・確認調査

［概 要］　ＳＭ－Ｂ②は、平成23年度の分布（表面）調査において、土師器・須恵器の破片が採取され

たことから、新たに追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。宇多川右岸の沖積地

に立地し、調査区の中央部から南部にかけては自然堤防状の微高地となっている。現況は宅地・畑・荒地で

ある。

本年度の試掘調査は、工区内の4,800㎡を対象に、トレンチ10本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、各トレンチの表土直下が氾濫原の砂・礫層であり、遺構や遺物は確認でき

なかった。よって工区内調査範囲は、遺跡として扱わない。

また、今回の調査をもって、ＳＭ－Ｂ②のすべての調査は終了した。

３．ＳＭ－Ｂ⑤［東
ひがしはぐろだいら

羽黒平遺跡］　　　　
　　　　　　　　（第４・５次調査）

所 在 地　相馬市今田字東羽黒平、字湯在小路

調査対象面積　3,500㎡	

保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑤は、平成23年度の分布

（表面）調査において、土師器・須恵器の破片が採取

されたことから、新たに追加された遺跡推定地であ

る（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。その後、平

成25年度に工区内の9,900㎡を対象に試掘調査（第

１～３次）が実施され、保存面積4,800㎡が確定し、

図５　ＳＭ－Ｂ②トレンチ配置図
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第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

東羽黒平遺跡として登録した。これに関しての本発掘調査は平成25～27年度に実施している。

ＳＭ－Ｂ⑤［東羽黒平遺跡］は宇多川右岸の低位段丘に立地し、現況は宅地・水田・畑・山林である。本

年度の確認調査は、工区内の3,500㎡を対象に、トレンチ10本を設定して行った。

［ま と め］　確認調査の結果、遺構・遺物は確認できなかった。よって本年度の確認調査範囲は保存対象

外とするが、工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。なお、今回の調査をもって、ＳＭ－Ｂ⑤

［東羽黒平遺跡］のすべての調査は終了した。

（２）伊達市の遺跡

１．ＤＴ－Ｂ22［下
し も お ぐ に あ ら や し き

小国荒屋敷遺跡］　
　　　　　　　　（第２次調査）

所 在 地　伊達市霊山町下小国字荒屋敷、

字桜町、字沖

調査対象面積　19,000㎡

保 存 面 積　3,600㎡

検 出 遺 構　遺物包含層

出 土 遺 物　縄文土器・石器

［概 要］　ＤＴ－Ｂ22は、平成24年度の分

図７　伊達市の遺跡（１）

２　ＤＴ－Ｂ22　37Ｔ遺物出土状況（北東から）

３．上ノ台館跡

ＤＴ－Ｂ20

ＤＴ－Ｂ19

１．ＤＴ－Ｂ22

４．ＤＴ－Ｂ34
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（沼ヶ入遺跡）

ＤＴ－Ｂ２

２．山岸遺跡

ＤＴ－Ｂ５
ＤＴ－Ｂ23

（仮）霊山IC

渋谷館跡
前柳館跡

一般
国道

115
号

平成27年度試掘・確認調査

ＤＴ－Ｂ３
（福田遺跡）

３．上ノ台館跡

ＤＴ－Ｂ20

ＤＴ－Ｂ19

１．ＤＴ－Ｂ22

４．ＤＴ－Ｂ34

ＤＴ－Ｂ21
（沼ヶ入遺跡）

ＤＴ－Ｂ２

２．山岸遺跡

ＤＴ－Ｂ５
ＤＴ－Ｂ23

（仮）霊山IC

渋谷館跡
前柳館跡

一般
国道

115
号

平成27年度試掘・確認調査

ＤＴ－Ｂ３
（福田遺跡）

0 1km
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第 2章　試掘・確認調査

布（表面）調査において、新たに追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。小国川右

岸の低位段丘に立地し、現況は宅地・果樹園・畑である。

本年度の試掘調査は、工区内の19,000㎡を対象に、トレンチ44本を設定して行った。

［遺構・遺物］　24・28・29・37・38Ｔでは縄文時代前・後・晩期の土器・石器を含む遺物包含層を確認した。

このほかのトレンチでは表土直下が崖錐性堆積物の砂礫層であり、遺構は確認できなかった。52Ｔから縄

文土器が１点出土したが、器面が摩耗しており、調査箇所より離れた場所からの流れ込みであると判断した。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺物包含層が分布する範囲（3,600㎡）については保存対象とし、下小国荒
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第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

屋敷遺跡として登録した。なお、保存範囲につい

ては、掘削が及ぶ範囲や深度などを協議した結

果、本発掘調査を行わず、工事立会として取扱う

こととなった。それ以外の箇所については保存対

象外とし、遺跡として扱わない。

また、本年度に試掘調査を実施できなかった箇

所（8,300㎡）についても、周囲のトレンチの試掘

結果により遺構・遺物の分布が予想できないこと

から、保存対象外と判断した。よって今回の調査をもって、ＤＴ－Ｂ22のすべての試掘調査は終了した。

	２．山
や ま

岸
ぎ し

遺 跡（第２次調査）

所 在 地　伊達市霊山町下小国字山岸、字清水

調査対象面積　1,300㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　山岸遺跡は、平成18年度の分布（表面）調査で、縄文土器や土師器などが採取されたことか

ら埋蔵文化財包蔵地として登録した遺跡である（『福島県内遺跡分布調査報告14』。その後、平成26年度に工

区内の400㎡を対象に確認調査（第１次）を実施したが、保存対象外（慎重工事）と判断された。

本遺跡は小国川右岸の低位段丘に立地し、現況は宅地・畑である。本年度の確認調査は、工区内の1,300㎡

を対象に、トレンチ３本を設定して行った。

［ま と め］　確認調査の結果、遺構・遺物は確認できなかった。よって本年度の確認調査範囲は保存対象

外とするが、工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。また確認調査が実施できなかった残る

300㎡の範囲については、既存道路に隣接するなど狭小であるため、工事立会の措置とした。よって今回の

調査をもって、工区内における山岸遺跡のすべての確認調査は終了した。

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

24T 遺物包含層（縄文） 25㎝ ○ 縄文土器（晩期）

28T 遺物包含層（縄文） 30㎝ ○ 縄文土器

29T 遺物包含層（縄文） 50㎝ ○ 縄文土器

37T 遺物包含層（縄文） 35㎝ ○ 縄文土器（前期）、
石器

38T 遺物包含層（縄文） 45㎝ ○ 縄文土器（後・晩期）、
石器

52T 縄文土器

　表４　ＤＴ－Ｂ22トレンチ一覧

130

140

120

130

140
140

120
130

120

120

12
0

13
0

14
0

150
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号

130
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120

130
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120
130
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12
0

13
0

14
0

150

小　
国　
川

Ｗ

131.4
132.1

111.4

114.1

132.5

131.1

117.8

一 般 国
道 115

号
3T

4T

5T 慎 工

慎 工

ＤＴ－Ｂ23

平成26年度
確認調査
慎 工

ＤＴ－Ｂ２

ＤＴ－Ｂ22

ＤＴ－Ｂ５

上ノ台館跡

山岸遺跡工事立会
（未試掘）

3T

4T

5T 慎 工

慎 工

ＤＴ－Ｂ23

平成26年度
確認調査
慎 工

ＤＴ－Ｂ２

ＤＴ－Ｂ22

ＤＴ－Ｂ５

上ノ台館跡

山岸遺跡工事立会
（未試掘）

図９　山岸遺跡トレンチ配置図

0 100ｍ
（1/2,000）
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第 2章　試掘・確認調査

３．上
か み の だ い

ノ台館跡（測量調査）

所 在 地　伊達市霊山町下小国字上ノ台

調査対象面積　27,900㎡	 保 存 面 積　11,900㎡

検 出 遺 構　溝跡・平場	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　上ノ台館跡は平成24年度に実施した分布（表面）調査で平場などが発見されたことから、新

規に登録した埋蔵文化財包蔵地である（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。小国川に面した標高180ｍほどの

丘陵にあり、国道115号（中村街道）に面した南側は切り立った崖、北側は比較的緩やかな斜面が続く。周囲

には懸田城跡のほか、小国城跡・愛宕大館跡・明正寺館跡などの中世城館が街道筋に沿って点在している。

図10　上ノ台館跡・ＤＴ－Ｂ34トレンチ配置図・縄張り図
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第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

本遺跡のほぼ全域で相馬福島道路建設事業が予

定されたため、27,900㎡を対象に簡易測量調査（縄

張り調査）を実施し、人工改変地形の広がりを把

握することに努めた。測量は原則、基準点からの

歩測や方位磁石や巻尺を用いての簡易測量による

が、基準となる測量点については光波測距儀を用

いて補正を行った。

［遺構・遺物］　測量調査の結果、丘陵の南から北

東にかけての尾根部には、標高の低い方から順に

平場Ⅰから平場Ⅵが構築され、その縁辺に高低差２ｍほどの人工的な急傾斜面（切岸）がめぐっていることが

わかった。この急傾斜面は街道筋に面した南側にのみ顕著で、３段ほどの帯状の平坦面（腰曲輪）がめぐる。

この平坦面は３条の溝跡（竪堀①～③）により区切られている。

平場Ⅰ・Ⅱは現在、神社の境内として整備されており詳細は不明である。しかしながら平場Ⅱは明治期に

作成された地籍図ではその範囲を一筆として区分していることから、平場Ⅱの造成が近代以降の改変ではな

いと考えている。なお、平場Ⅰの縁辺には帯状の平坦面がめぐる。

平場Ⅲ～Ⅴは尾根部では緩傾斜で、その境界の高低差もほとんどない。南側の斜面部では明確な急傾斜面

が認められる。平場Ⅵの北縁は土塁が築かれ、その高低差は約２ｍである。土塁の中央はコの字状に張り出

していて、２ｍ四方ほどの空間がある。その北側は尾根を断ち切る溝跡（堀切④：写真３）がある。

それより北は緩やかな尾根斜面が続き、最高所に至る。最高所は縁辺にわずかな段差があるが、明確な平

場はない。北に伸びる尾根には溝跡（堀切⑤）があり、土橋で外部と通じている。この脇にも方形の張り出し

が認められるが、顕著ではない。最高所から西に伸びる尾根には城館関連遺構は認められなかったが、尾根

の西端部で弥生土器を採取しており、確認調査を実施する必要がある。また、北に伸びる尾根では山道が L

字状に屈曲している。

［ま と め］　測量調査の結果、中世城館に関連する遺構が認められた範囲の11,900㎡（保存①）について

は、保存をする必要がある。それ以外の14,000㎡の範囲では、確認調査を実施し、判断する必要がある。こ

のほかの急傾斜地2,000㎡（慎工①）については、確認調査及び本発掘調査は困難であると判断し、今後は詳

細な地形測量の実施にとどめ、慎重工事として措置する。

４．上
か み の だ い

ノ台館跡（確認調査）

調査対象面積　9,400㎡	

保 存 面 積　3,700㎡

検 出 遺 構　溝跡・平場	

出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　測量調査の結果、工区内の

14,000㎡が確認調査の対象範囲とされた。本年度

は条件整備が整った9,400㎡の確認調査を実施し

た。なお、伐採前の山林内での調査となったため、 ４　上ノ台館跡　36Ｔ遺構検出状況（南から）

３　上ノ台館跡　堀切④近景（北東から）
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第 2章　試掘・確認調査

トレンチの掘削は作業員のみで行った。設定したトレンチは50本である。

［遺構・遺物］　13・19Ｔでは岩片を含む盛土層を確認した。47・48Ｔでは尾根の片側に盛土層が確認でき

た。これらは、北に伸びる道跡の造成に伴うものと判断され、尾根頂部の手前でＬ字状に屈曲している。36

Ｔでは溝跡（堀切）を確認した。遺構の底面は基盤岩を掘り込んでいる。40Ｔでも溝跡を確認したが、36Ｔ

のそれと連続するものかはわからない。

６Ｔでは土坑、22Ｔでは小穴をそれぞれ１基確認した。なお、22Ｔのピットについては周囲のトレンチ

で同様の遺構が確認できなかったことから、記録保存の措置を行った。このほか、沢頭部の28・34Ｔでは

Ａ’

ＳＫＳＫ

３

Ａ

２

１

Ａ’Ａ

35㎝ 35㎝
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LⅡe

ＬⅠa

34Ｔ

ＬⅢa

LⅡa

　22号トレンチ小穴堆積土
ℓ１　黒褐色粘土質シルト　10YR2/2
ℓ２　暗褐色粘土質シルト　10YR3/4
ℓ３　黄褐色粘土質シルト　10YR5/6
　

　

　　　　　　

　基本土層
LⅠ  暗褐色シルト質砂　10YR3/4（表土）
LⅠb 褐色粘土質シルト　10YR4/4
LⅠc   褐色シルト質砂　7.5YR4/4
LⅡa 褐色粘土質シルト　10YR4/6
LⅡb　暗褐色粘土質シルト　10YR3/4
LⅡc 暗褐色粘土質シルト　10YR3/3
LⅡd   黄褐色粘土質シルト　10YR5/6
LⅡe　黒褐色粘土質シルト　10YR2/3（遺物包含層）
LⅡf 褐色シルト質砂　10YR4/6
LⅡg   黒褐色シルト質砂　10YR2/2
LⅡh　暗褐色粘土質シルト　10YR3/3　 
LⅢa 黄褐色粘土質シルト　10YR5/8
LⅢb 褐色粘土質シルト　10YR4/6
LⅢc　橙色シルト質砂　7.5YR6/8
LⅢd 暗褐色シルト質砂　10YR3/4
LⅢe 暗褐色シルト質砂　10YR3/4
LⅢf 褐色シルト質砂　10YR4/6
LⅣ 明黄褐色シルト質砂　10YR6/6
LⅤ 明黄褐色シルト質砂　10YR7/6

６号トレンチ土坑堆積土
ℓ１   暗褐色粘土質シルト　10YR3/3
ℓ２   褐色粘土質シルト　10YR4/4
ℓ３   にぶい黄褐色シルト質砂　10YR5/4

13号トレンチ構築排土堆積土
ℓ１　褐色シルト質砂　10YR4/6（構築排土）
ℓ２　褐色粘土質シルト　10YR4/4（構築排土）
ℓ３　明褐色粘土質シルト　10YR5/6（構築排土）
ℓ４　褐色粘土質シルト　7.5YR4/6（構築排土）

　33号トレンチ構築排土堆積土
ℓ１　黄褐色粘土質シルト　10YR6/5（構築排土）
ℓ２　褐色粘土質シルト　10YR4/6（構築排土）
ℓ３　褐色シルト質砂　10YR4/6（構築排土）
　36号トレンチ溝跡・小穴堆積土

１号溝跡
ℓ1　暗褐色粘土質シルト　10YR3/3

２号溝跡
ℓ１　にぶい黄褐色粘土質シルト　10YR5/4
ℓ２　暗褐色粘土質シルト　10YR3/4
ℓ３　褐色シルト質砂　10YR4/6
ℓ４　暗褐色粘土質シルト　10YR3/4（盛土）
ℓ５　黄褐色粘土質シルト　10YR5/8（盛土）

小穴
ℓ１　褐色シルト質砂　 10YR4/6
ℓ２　黄褐色シルト質砂 10YR5/6
　47号トレンチ盛土遺構堆積土
ℓ１　黄褐色粘土質シルト　10YR5/6（盛土）
ℓ２　明黄褐色シルト質砂　10YR6/6（盛土）

１（34Ｔ ＬⅡ）

２（32Ｔ ＬⅡｅ）
0 5㎝

（1/3）

図11　上ノ台館跡検出遺構・土層柱状図・出土遺物
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第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

縄文土器片が微量出土した。また、谷部の17・

32Ｔでは縄文時代後期の土器を含む遺物包含層

を確認した。

［ま と め］　遺構を確認した尾根部を中心とし

た3,300㎡の範囲（保存②）については、保存の必

要がある。本遺跡では測量調査で確定した保存面

積11,900㎡を合せ、計15,200㎡の保存が必要であ

る（さらにＤＴ－Ｂ34の保存面積100㎡（保存③）

を加えると、上ノ台館跡では合計15,300㎡の保存

が必要となる）。

また、谷部の17・32Ｔ付近の400㎡の範囲（保

存④）は、ＤＴ－Ｂ34の保存範囲500㎡と合わせ、

新たに上ノ台遺跡として登録した（ＤＴ－Ｂ34の

項を参照）。これ以外は保存の対象外とするが、

工事などの実施にあたっては慎重に行う必要があ

る。なお、本遺跡では計4,300㎡の未試掘範囲が

ある。

５．ＤＴ－Ｂ34［上
かみのだい

ノ台遺跡］

所 在 地　伊達市霊山町下小国字上ノ台

調査対象面積　1,900㎡	

保 存 面 積　600㎡

検 出 遺 構　土坑・構築排土層	

出 土 遺 物　なし

［概 要］　本年度の上ノ台館跡の確認調査に

おいて、北端部に設定したトレンチで縄文時代の

遺物包含層を確認した。この層が北側に拡がるこ

とが予想されたため、その範囲を新たに遺跡推定

地ＤＴ－Ｂ34として追加した。本年度の試掘調

査は、条件整備の整った工区内の1,900㎡を対象

に、トレンチ８本を設定して行った。

［遺構・遺物］　１Ｔで木炭と焼土を多量に含む土

坑の一部を確認した。規模などから中世の遺構に

よくみられる開放窯タイプの木炭窯跡の可能性も

ある。２Ｔでは遺物が出土していないが、上ノ台

館跡の32Ｔで確認した遺物包含層と同じ土層が

拡がっていることが判明した。また、尾根部の８

５　ＤＴ－Ｂ34　１Ｔ遺構検出状況（南西から）

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

６T 土坑 40㎝ ○

13T 構築排土層 10㎝ ○

17T 遺物包含層（縄文） 55㎝ 縄文土器

19T 構築排土 10㎝ ○

22T 土坑 50㎝ ○

28T 縄文土器

32T 遺物包含層（縄文） 10㎝ 縄文土器

33T 構築排土 15㎝ ○

34T 縄文土器

36T 溝跡、小穴 50㎝ ○

40T 溝跡 50㎝ ○

47T 盛土層 10㎝ ○

48T 盛土層 10㎝ ○

49T 盛土層 10㎝ ○

　表５　上ノ台館跡トレンチ一覧

　表６　ＤＴ－Ｂ34トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

１T 土坑 35㎝ ×

８T 構築排土層 10㎝ ○

　図12　ＤＴ－Ｂ34検出遺構・土層柱状図
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Ｔでは構築排土層を確認した。この層は、上ノ台館跡の47・48Ｔで確認した道跡に伴うものと判断した。

［ま と め］　１・２Ｔを中心とした500㎡の範囲（保存⑤）については、保存の必要がある。先に設定した

上ノ台館跡の17・32Ｔ付近の400㎡の範囲を合せた900㎡の範囲を新たに縄文時代と中世の遺跡である上ノ

台遺跡として登録した。一方、尾根部の８Ｔ付近の100㎡の範囲（保存③）は、上ノ台館跡の保存範囲に含め

る。それ以外の1,300㎡の範囲については保存対象外とし、遺跡として扱わない。また、東側の斜面に400㎡

の未試掘範囲がある。なお、上ノ台遺跡の900㎡の保存範囲は、平成27年度に本発掘調査を実施した。

６．ＤＴ－Ｂ26

所 在 地　伊達市保原町大柳字栃窪入

調査対象面積　18,500㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＤＴ－Ｂ26は、平成24年度の分布（表面）調査において、新たに追加された遺跡推定地であ

る（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。比高差50ｍほどの丘陵に立地し、現況は雑木を主体とする山林であ

る。本年度の試掘調査は、工区内の18,500㎡を対象に、トレンチ50本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺構や遺物は確認できなかった。よって工区内調査範囲は、遺跡として扱

わない。また今回の調査をもって、ＤＴ－Ｂ26のすべての調査は終了した。

７．ＤＴ－Ｂ35

所 在 地　伊達市保原町大柳字栃窪入

調査対象面積　1,400㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＤＴ－Ｂ35は本年度の分布（表面）調査において、新たに追加された遺跡推定地である（第３

図13　伊達市の遺跡（２）
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章参照）。ＤＴ－Ｂ26の丘陵北向き斜面に立地し、現況は雑木を主体とする山林である。本年度の試掘調査

は工区内の1,400㎡を対象にトレンチ４本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺構や遺物は確認できなかった。よって工区内調査範囲は、遺跡として扱

わない。なお、本遺跡推定地では1,100㎡の未試掘範囲がある。

８．ＤＴ－Ｂ28（第２次調査）

所 在 地　伊達市保原町上保原字将帰坂

調査対象面積　7,900㎡	 保 存 面 積　０㎡

図14　ＤＴ－Ｂ26・Ｂ35トレンチ配置図
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検 出 遺 構　なし	

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＤＴ－Ｂ28は、平成24年度の分

布（表面）調査において、新たに追加された遺跡推

定地である（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。

標高95～104ｍの丘陵頂部に立地し、現況は果樹

園・畑・荒地である。本年度の試掘調査は、工区

内の7,900㎡を対象に、トレンチ24本を設定して

行った。

［ま と め］	 試掘調査の結果、遺構や遺物は確

認できなかった。よって工区内調査範囲は、遺跡

として扱わない。また、条件整備の整わなかった

範囲（300㎡）については、今回調査した周辺のト

レンチの状況から、保存の対象外（調査不要）であ

ると判断した。

なお、今回の調査をもって、ＤＴ－Ｂ28のす

べての調査は終了した。

（３）桑折町の遺跡

１．ＱＲ－Ｂ２［川
か わ は ら だ

原田遺跡］

所 在 地　桑折町松原字川原田、字姫松、

	 字沢田、成田字半五郎

調査対象面積　14,600㎡	

保 存 面 積　3,700㎡

検 出 遺 構　溝跡・土坑・遺物包含層	

出 土 遺 物　縄文土器・須恵器・土師器・石器

［概 要］　ＱＲ－Ｂ２は、平成24年度の分

布（表面）調査において、縄文土器や石器が採取さ

れたことから、新たに追加された遺跡推定地であ

る（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。江戸時代

に開削された西根上堰と下堰の間の、標高80ｍ

ほどの低位段丘に立地する。現況は大部分が水田

で、一部が宅地となっている。

本年度の試掘調査は、工区内の14,600㎡を対象

に、トレンチ53本を設定して行った。

［遺構・遺物］　20～25Ｔでは縄文時代前期の土
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図15　ＤＴーＢ28トレンチ配置図

６　ＱＲ－Ｂ２　21Ｔ遺構検出状況（南から）

0 100ｍ
（1/2,000）



－ 17 －

第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

図16　桑折町の遺跡
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図17　ＱＲ－Ｂ２トレンチ配置図

0 100ｍ
（1/2,000）

0 1km
（1/25,000）



－ 18 －

第 2章　試掘・確認調査

器と平安時代の土師器を含む遺物包含層を確認し

た。21・23Ｔでは土坑や小穴を、14・15Ｔでは

溝跡を確認したが、帰属時期は不明である。

このほかのトレンチで少量の須恵器や土師器が

出土したが、器面の摩滅が著しく、原位置を保っ

ていないと判断した。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺物包含層や溝

跡が分布する範囲（3,700㎡）については、保存の

必要がある。この範囲を含む、町道長岡線と用水

路で挟まれた範囲を新たに川原田遺跡として登録

する。包蔵地範囲の内、用水路寄りの箇所は保存

対象外とし、慎重工事の措置とする。

それ以外の箇所については保存対象外とし、遺跡として扱わない。なお、本遺跡推定地では3,900㎡の未

試掘範囲がある。

　表７　ＱＲ－Ｂ２トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

11T 須恵器（平安）

12T 土師器（平安）

20T 遺物包含層 20㎝ 土師器（平安）

21T 土坑、小穴、遺物包含層 40㎝ ○
縄文土器（前期）、
土師器（平安）、
須恵器（平安）

22T 遺物包含層 30㎝ 土師器（平安）、
須恵器（平安）

23T 小穴、遺物包含層 80㎝ × 土師器（平安）、石器

24T 遺物包含層 35㎝ 土師器（平安）

25T 遺物包含層 45㎝
縄文土器、
土師器（平安）、
須恵器（平安）、石器

26T 遺物包含層 35㎝ 土師器（平安）

図18　ＱＲ－Ｂ２検出遺構・土層柱状図・出土遺物

Ａ Ａ’

LⅠa
LⅡa
1

2 未掘未掘

0 2ｍ
（1/80）

　21号トレンチ土坑堆積土
ℓ１  黒褐色粘土　10YR3/2
ℓ２  黒色粘土質砂　10YR2/1

　基本土層
ＬⅠａ　褐色シルト質砂　10YR4/4（耕作土）
ＬⅠｂ　にぶい黄褐色粘土　10YR4/3（床土）
ＬⅡａ　黒褐色粘土　10YR3/2
ＬⅡｂ　黒褐色粘土  10YR2/2（遺物包含層）

ＬⅢａ　黒褐色砂質粘土　10YR3/2
ＬⅢｂ　暗褐色砂質粘土　10YR3/3
ＬⅣ　　青黒砂質粘土　　5BG2/1

21号トレンチ

SKSK
LⅣ

Ａ Ａ’

PP

60㎝60㎝

60㎝ 60㎝

0

1
（m）

ＬⅠa
20Ｔ

ＬⅢa

LⅡb

ＬⅡa

ＬⅣ

ＬⅠb

LⅡb
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23Ｔ

ＬⅢa

LⅡa

LⅡb

ＬⅠb
ＬⅠa
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ＬⅠb
ＬⅠa
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LⅡb

ＬⅠb

６（21Ｔ ＬⅡｂ）

１（25Ｔ ＬⅡｂ）
口径：14.0 ㎝
底径： 4.5 ㎝
器高： 6.0 ㎝

２（25Ｔ ＬⅡｂ）
底径： 5.9 ㎝
器高：［3.9］㎝

３（22Ｔ ＬⅡｂ）
器高：［1.6］㎝

４（21Ｔ ＬⅡｂ）
器高：［3.0］㎝

５（21Ｔ ＬⅡｂ）
器高：［3.8］㎝

７（21Ｔ ＬⅡｂ）
0 5㎝

（1/3）
0 3㎝

（2/3）
（８・９）（１～７）

８（23Ｔ ＬⅡｂ）
長さ：5.0 ㎝
幅　：3.0 ㎝
厚さ：1.1 ㎝

重さ：14.2ｇ
石材：流紋岩

９（25Ｔ ＬⅡｂ）
長さ：5.1 ㎝
幅　：2.4 ㎝
厚さ：1.5 ㎝

重さ：13.2ｇ
石材：珪質頁岩
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第１節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

２．ＱＲ－Ｂ３

所 在 地　桑折町松原字日照田

調査対象面積　10,800㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　須恵器・土師器

［概 要］　ＱＲ－Ｂ３は、平成24年度の分布（表面）調査において、土師器が採取されたことから、新

たに追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。江戸時代に開削された西根上堰と下

堰の間の、標高85ｍほどの低位段丘に立地する。現況は大部分がほ場整備の完了した水田で、一部が果樹

園となっている。本年度の試掘調査は、工区内の10,800㎡を対象に、トレンチ31本を設定して行った。

［遺構・遺物］　５・９Ｔで須恵器や土師器が出土したが、器面の摩滅が著しく、調査箇所より離れた場所か

らの流れ込みであると判断した。遺構は確認できず、各トレンチの土層は、表土直下でグライ化したシルト

と砂礫の互層（水成堆積層）である。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺構は確認できず、出土遺物は原位置を保っていなかった。よって工区内

調査範囲は、遺跡として扱わない。なお、本遺跡推定地では9,700㎡の未試掘範囲がある。
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第 2章　試掘・確認調査

３．ＱＲ－Ｂ４

所 在 地　桑折町松原字舘ノ前

調査対象面積　3,700㎡	 保 存 面 積　０㎡	 検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＱＲ－Ｂ４は、平成24年度の分布（表面）調査において、縄文土器や土師器が採取されたこ

とから、新たに追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。江戸時代に開削された西

根上堰と下堰の間の、標高85ｍほどの低位段丘に立地する。現況はほ場整備の完了した水田と果樹園、一

部が宅地である。本年度の試掘調査は、工区内の3,700㎡を対象に、トレンチ12本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺構や遺物は確認できなかった。よって工区内調査範囲は、遺跡として扱

わない。なお、本遺跡推定地では16,600㎡の未試掘範囲がある。

第２節　地域高規格道路（会津縦貫南道路）建設予定地

会津縦貫南道路は、会津地方の南北軸となる国道

121号の機能を強化することにより、地域の活性化を

図ることを目的に計画が進められている自動車専用道

路である。会津若松市から南会津郡下郷町を経て、南

会津郡南会津町に至る総延長約50㎞の地域高規格道

路で、将来的には北は山形県米沢市と、南は栃木県日

光市と結ばれる計画となっている。福島県が事業主体

となり、平成14年度に小沼崎バイパス1.5㎞、平成19

年度には湯野上バイパス8.3㎞が一般国道改築事業と

して着手された。このうち、湯野上バイパスは、平成

24年度から国土交通省の直轄権限代行事業として進

められている。

会津縦貫南道路に関連する埋蔵文化財の調査は、

平成18・19年度に小沼崎・湯野上バイパスの約9.8㎞

の分布（表面）調査を実施し、12箇所の遺跡及び遺跡

推定地を確認した（『福島県内遺跡分布調査報告13・

14』）。平成24年度は下郷町の栗林遺跡で確認調査を

実施し（『福島県内遺跡分布調査報告20』）、平成27年

度は同遺跡で本発掘調査を行っている。平成26年度

はＣＧ－Ｂ13で試掘調査を実施している（『福島県内

遺跡分布調査報告22』）。

本節は平成27年度に会津縦貫南道路の予定路線内

で実施した、計４箇所の遺跡・遺跡推定地の試掘・確

認調査の報告である。
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第２節　地域高規格道路（会津縦貫南道路）建設予定地
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第 2章　試掘・確認調査

（１）下郷町の遺跡

１．ＣＧ－Ｂ13（第２・３次調査）

所 在 地　下郷町高陦字下居平乙

調査対象面積　2,800㎡	 保 存 面 積　150㎡

検 出 遺 構　土坑	 出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＣＧ－Ｂ13は、平成19年度の分布（表面）調査において、田代遺跡の隣接地として、新たに

追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告14』）。阿賀川の支流のひとつである鶴沼川右岸

図22　ＣＧーＢ13トレンチ配置図・検出遺構・土層柱状図・出土遺物
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第２節　地域高規格道路（会津縦貫南道路）建設予定地

の低位段丘に立地し、現況は大部分がほ場整備の

完了した水田である。

本年度の試掘調査は、下郷町教育委員会が工

区内の1,600㎡を対象にトレンチ３本を（４～６

T；第２次調査）、福島県教育委員会が工区内の

1,200㎡を対象にトレンチ５本を（７～11T；第３

次調査）を設定して行った。ここではこれらの調

査結果をまとめて報告する。

［遺構・遺物］　10Ｔでは縄文時代後期の土器と

土坑１基を確認した。このほかのトレンチでは、

遺構や遺物は確認できなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果、10Ｔの土坑が

確認された範囲（150㎡）については、保存の必要

がある。今後、周囲の試掘調査の進捗を待って埋蔵文化財包蔵地台帳に登録する予定である。また、11Ｔ

の周辺については、周囲の試掘調査の結果を待って判断する必要があるため、保存範囲などの取扱いを未確

定とする。

それ以外の箇所については保存対象外とし、遺跡として扱わない。なお、本遺跡推定地では8,600㎡の未

試掘範囲がある。

２．瀧
た き の い り

ノ入遺跡

所 在 地　下郷町白岩字瀧ノ入

調査対象面積　5,600㎡	

保 存 面 積　4,000㎡

検 出 遺 構　土坑・遺物包含層	

出 土 遺 物　弥生土器

［概 要］　瀧ノ入遺跡は平成４年に発見され

た周知の埋蔵文化財包蔵地であったが、平成19

年度の分布（表面）調査において包蔵地の範囲が拡

がることが確認され、台帳の変更をおこなった

（『福島県内遺跡分布調査報告14』）。阿賀川の支

流のひとつである隈川右岸の低位段丘に立地し、

現況は畑・山林・荒地である。本年度の確認調査

は、工区内の5,600㎡を対象にトレンチ23本を設

定して行った。

［遺構・遺物］　段丘平坦面に設定した１・２Ｔで

は弥生時代中期の土器（川原町口式）を伴う遺物包

含層（ＬⅡ）と土坑を確認した。土坑は、同時期に

７　ＣＧ－Ｂ13　10Ｔ遺構検出状況（東から）

　表８　ＣＧ－Ｂ13トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

10T 土坑（縄文） 35cm ○ 縄文土器

８　瀧ノ入遺跡　１Ｔ遺構検出状況（北から）
　表９　瀧ノ入遺跡トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

１T 土坑、遺物包含層（弥生） 30㎝ × 弥生土器（中期）、
石器

２T 土坑、遺物包含層（弥生） 50㎝ × 弥生土器（中期）、
石器

３T 土坑 45㎝ × 弥生土器（中期）

６T 土坑 50㎝ × 弥生土器（中期）

７T 土坑、溝跡、小穴 30㎝ × 弥生土器（中期）

８T 溝跡、小穴 40㎝ × 石器

10T 弥生土器（中期）

15T 弥生土器（中期）

16T 土坑、小穴 120㎝ × 弥生土器（中期）
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第 2章　試掘・確認調査

特徴的な遺構上位に土器を伴う土壙墓と判断した。このほかのトレンチでは、３・７・８Ｔで土坑や溝跡を

確認している。弥生土器は、１～３・６・７・15・16Ｔから出土している。10Ｔの表土（ＬⅠ）から弥生土

器が出土したが、遺物包含層は確認できなかった。斜面部に設定したトレンチから、遺構や遺物は確認でき

なかった。

［ま と め］　確認調査の結果、段丘平坦面の遺物包含層（ＬⅡ）が確認された範囲（4,000㎡）については、

保存の必要がある。特に１・２・６Ｔ付近については、弥生時代の遺構が濃密に分布している可能性が高い。

それ以外の箇所については保存対象外とするが、工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。

図23　瀧ノ入遺跡トレンチ配置図・土層柱状図
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第２節　地域高規格道路（会津縦貫南道路）建設予定地

また、確認調査が実施できなかった残る1,600㎡の範囲については、急傾斜地であること、かつ９～11Ｔ

で遺構が確認されなかったことをかんがみ、慎重工事の措置とした。よって今回の調査をもって、工区内に

おける瀧ノ入遺跡の確認調査は終了した。

３．ＣＧ－Ｂ11

所 在 地　下郷町中妻字辻道

調査対象面積　4,700㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＣＧ－Ｂ11は、平成19年度の分布（表面）調査において、辻堂下遺跡の隣接地として、新た

に追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告14』）。阿賀川に面した低位段丘に立地し、現

況は大部分がほ場整備の完了した水田である。本年度の試掘調査は、工区内の4,700㎡を対象に、トレンチ

８本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果、遺構や遺物は確認できなかった。よって工区内調査範囲は、遺跡として扱

わない。なお、本年度条件整備が整わなかった南端部の範囲（300㎡）については、本年度の試掘調査の結果

から保存対象外と判断した。東端部（2,000㎡）は、来年度以降に試掘調査を要する範囲として残る。
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図24　瀧ノ入遺跡検出遺構・出土遺物
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４．辻
つじどうした

堂下遺跡

所 在 地　下郷町中妻字辻道下

調査対象面積　700㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　辻堂下遺跡は、昭和30年代

の新田開発の際に縄文土器が出土したことか

ら（『下郷町遺跡分布調査報告書』）、周知の埋

蔵文化財包蔵地として登録された遺跡であ

る。阿賀川に面した低位段丘に立地し、現況

は大部分がほ場整備の完了した水田である。

本年度の確認調査は、工区内の700㎡を対象

に、トレンチ２本を設定して行った。

［ま と め］　確認調査の結果、遺構や遺物

は確認できなかった。よって本年度の確認調

査範囲は保存対象外とするが、工事などの実

施にあたっては慎重に行う必要がある。な

お、本年度条件整備が整わなかった北東端部

の範囲（100㎡）については、本年度の確認調

査の結果から慎重工事の措置とする。このほ

かの範囲（2,900㎡）は、来年度以降に確認調

査を要する。
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図25　ＣＧ－Ｂ11トレンチ配置図

図26　辻堂下遺跡トレンチ配置図
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第３節　主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）建設予定地

主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）は、重要港湾小名浜湾と常磐自動車道を全長8.3㎞の自動車

専用道路で結び、広域物流ネットワークの強化によって避難地域の復興を支援するとともに、小名浜港背後

整備事業と連携し、当該地域の産業・観光振興の拠点化を支援する、ふくしま復興再生道路として整備され

ることとなった。現在、平成30年代前半の開通を目指し、福島県土木部いわき建設事務所が事業を進めて

いる。本事業にかかる分布（表面）調査は平成25年度に実施し、周知の遺跡３箇所と新規の遺跡推定地13箇

所を確認した（『福島県内遺跡分布調査報告21』）。

本節は平成27年度に小名浜道路の予定路線内で実施した、計１箇所の遺跡の確認調査の報告である。
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図27　主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）位置図
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第 2章　試掘・確認調査

（１）いわき市の遺跡

１．江
え ば た

畑 館 跡

所 在 地　いわき市江畑町堀ノ内

調査対象面積　10,000㎡	 保 存 面 積　０㎡

検 出 遺 構　なし	 出 土 遺 物　土師器

［概 要］　江畑館跡は、「福島県中世城館分布図および地名表」（『福島県の中世城館跡』）に記載のある

周知の埋蔵文化財包蔵地である。江畑川に面した比高差50ｍほどの丘陵に立地し、現況は大部分が山林で

ある。

本年度の確認調査は、工区内の10,000㎡を対象に、トレンチ53本を設定して行った。

［ま と め］　確認調査の結果、山頂部の２Ｔで土師器の砕片が出土したが、遺構は確認できなかった。こ

のほか、工区内に中世城館に関わる遺構は見当たらず、２Ｔ以外のトレンチでも遺構や遺物は確認できなかっ

た。よって本遺跡の工区内範囲は保存対象外とするが、工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。

なお、今回の調査をもって、工区内における本遺跡の確認調査は終了した。
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第３章　分 布 調 査

第１節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

本事業にかかる分布調査は平成24年度に実施したところであるが（『福島県内遺跡分布調査報告21』）、本

年度に一部の区間で、工区の変更（追加）が行われたため、新たに分布調査を平成27年６月に行った。その

結果、周知の埋蔵文化財包蔵地である大上山遺跡と、その隣接地として遺跡推定地であるＤＴ－Ｂ27・ＤＴ－

Ｂ35・ＤＴ－Ｂ36の３箇所を確認した。

№ 遺跡名 遺跡番号 所　在　地 現　況 時　代 採取遺物 工区内
面積（㎡） 備　　考

1 大上山遺跡 213300377 伊達市保原町大柳字栃窪入 山林・畑地 奈良 土師器 5,100 周知の埋蔵文化財包蔵地

2 ＤＴ－Ｂ27 伊達市保原町大柳字大上山 山林 石器 3,800 工区拡張により 2,700㎡から
面積変更

3 ＤＴ－Ｂ35 伊達市保原町大柳字栃窪入 山林 2,900 新発見の遺跡推定地
4 ＤＴ－Ｂ36 伊達市保原町大柳字栃窪入 山林 12,700 新発見の遺跡推定地

※大上山遺跡は、今回の調査の結果により埋蔵文化財包蔵地範囲の変更を行った。 工区内計 24,500

　表10　一般国道115号相馬福島道路（追加分）関連遺跡一覧（伊達市）
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第４章　総 括

平成27年度は、試掘・確認調査を３事業（５市町）の計18箇所の遺跡及び遺跡推定地で実施した。分布（表

面）調査は１事業（１市）で実施した。これらの調査は平成27年４月下旬から12月中旬の期間で行った。試掘・

確認調査の結果、計６箇所で保存を要する範囲が確定した。

なお、保存を要する範囲が確定した埋蔵文化財包蔵地のうち、ＤＴ－Ｂ34［上ノ台遺跡］では本年度に本

発掘調査を実施し、記録保存を終えている。上ノ台館跡とＱＲ－Ｂ２［川原田遺跡］と瀧ノ入遺跡は来年度

以降に本発掘調査が行われる予定である。

以下、各事業の平成27年度の試掘・確認調査成果を表11～15にまとめたが、各表・本文中で掲示した調

査対象面積、保存面積、未試掘面積などは、今後の工事計画の変更により、変動する可能性がある。

１．一般国道115号相馬福島道路建設予定地

相馬市から伊達市を経由し、桑折町に至る高規格道路である相馬福島道路は、これまで相馬西道路・阿武

隈東道路・阿武隈東～阿武隈・霊山道路・霊山～福島の５区間に分かれて事業が進められてきた。このうち、

阿武隈東道路・阿武隈東～阿武隈の２区間では試掘・確認調査及び本発掘調査のすべてを完了している。

平成27年度の本事業における試掘・確認調査は、相馬西道路で３箇所、霊山道路で２箇所、霊山～福島

で８箇所の計13箇所で実施した。

［相 馬 市］　同市地内の相馬西道路にかかる試掘・確認調査は、ＳＭ－Ｂ①、ＳＭ－Ｂ②、ＳＭ－Ｂ⑤［東

羽黒平遺跡］の３箇所で実施し、いずれも保存を要する範囲はなかった。これをもって相馬西道路にかかる

試掘・確認調査はすべてが完了した。なお、本発掘調査についても本年度ですべて終了した。

№ 遺	跡	名
試掘調査 遺跡工区内

面積（㎡）
年度別調査対象面積 未試掘

面積（㎡）
保存

面積（㎡） 備 考終 継 未 年度 面積（㎡） 報告書

1 ＳＭ－Ｂ① ● 7,600
Ｈ25 850 『県内分21』

1,000
0
未試掘1,000㎡は除外と判断（『県内分22』）Ｈ26 2,650 『県内分22』 0

Ｈ27 3,100 （５頁） 0

2 ＳＭ－Ｂ② ● 5,900
Ｈ25 1,100 『県内分21』

0
0

Ｈ27 4,800 （５頁） 0
3 ＳＭ－Ｂ③ ● 600 Ｈ25 600 『県内分21』 0 0
4 ＳＭ－Ｂ④ ● 1,400 Ｈ25 1,400 『県内分21』 0 0

5 ＳＭ－Ｂ⑤（東羽黒平） ● 13,900
Ｈ25 9,900 『県内分21』 500 4,800

未試掘500㎡は保存と判断（『県内分21』）
Ｈ25　東羽黒平遺跡として新規登録
Ｈ25（3,500㎡）本発掘調査実施
Ｈ26（500㎡）本発掘調査実施
Ｈ27（800㎡）本発掘調査実施

Ｈ27 3,500 （６頁） 0

6 ＳＭ－Ｂ⑨（横川Ｂ） ● 4,600
Ｈ25 1,000 『県内分21』

0
0 Ｈ26　横川Ｂ遺跡として新規登録
Ｈ27（1,600㎡）本発掘調査実施Ｈ26 3,600 『県内分22』 1,600

7 ＳＭ－Ｂ⑩ ● 900 Ｈ25 900 『県内分21』 0 0
8 ＳＭ－Ｂ⑪ ● 500 Ｈ25 500 『県内分21』 0 0
9 ＳＭ－Ｂ⑬ ● 1,600 Ｈ25 1,600 『県内分21』 0 0
10 ＳＭ－Ｂ⑭ ● 7,500 Ｈ25 7,500 『県内分21』 0 0

合　計 10 0 0 44,500 終了 43,000 1,500 6,400 未試掘1,500㎡の内、1,000㎡は除外と判断
保存6,400㎡の本発掘調査終了Ｈ27 11,400 0

　表11　相馬福島道路（相馬西道路）関連試掘・確認調査対象遺跡成果一覧（相馬市）



－ 31 －

［伊 達 市］　同市地内の霊山道路にかかる試掘・確認調査は、ＤＴ－Ｂ22と山岸遺跡の２箇所で実施し、

ＤＴ－Ｂ22では保存を要する範囲（3,600㎡）が確定され、新規に下小国荒屋敷遺跡として登録した。

霊山道路で平成28年度以降、試掘・確認調査の対象となる遺跡及び遺跡推定地は、ＤＴ－Ｂ２（1,400㎡）、

ＤＴ－Ｂ５（1,000㎡）、ＤＴ－Ｂ21［沼ヶ入遺跡］（8,900㎡）の３箇所で、これらの未試掘面積の合計は

11,300㎡である。

同市地内の霊山～福島にかかる試掘・確認調査は、上ノ台館跡、ＤＴ－Ｂ34［上ノ台遺跡］、ＤＴ－Ｂ

26、ＤＴ－Ｂ35、ＤＴ－Ｂ28の５箇所で実施し、ＤＴ－Ｂ34では保存を要する範囲（600㎡）が確定され、

新規に上ノ台遺跡として登録した。

同区間の一部で工区の変更（追加）が行われたため、新たに分布（表面）調査を実施した。その結果、大上山

遺跡とＤＴ－Ｂ35、ＤＴ－Ｂ36を新たに加え、ＤＴ－Ｂ27の試掘対象面積を変更した。

以上により、伊達市地内の霊山～福島で平成28年度以降、試掘・確認調査の対象となる遺跡及び遺跡推

定地は、計17箇所で、これらの未試掘面積の合計は151,600㎡である。

［桑 折 町］　同町地内の霊山～福島にかかる試掘・確認調査は、ＱＲ－Ｂ２［川原田遺跡］、ＱＲ－Ｂ３、

ＱＲ－Ｂ４の３箇所で実施し、ＱＲ－Ｂ２では保存を要する範囲（3,700㎡）が確定され、新規に川原田遺跡

として登録した。

以上により、桑折町地内の霊山～福島で平成28年度以降、試掘・確認調査の対象となる遺跡及び遺跡推

定地は、計５箇所で、これらの未試掘面積の合計は30,600㎡である。

№ 遺	跡	名
試掘調査 遺跡工区内

面積（㎡）
年度別調査対象面積 未試掘

面積（㎡）
保存

面積（㎡） 備　　　　　　　考
終 継 未 年度 面積（㎡） 報告書

1 ＤＴ－Ｂ９（行合道Ｂ） ● 4,500 H24 4,500 『県内分20』 0 1,200 Ｈ24行合道Ｂ遺跡として新規登録
Ｈ25工区等変更により1,900㎡本発掘調査実施

2 熊屋敷Ｂ ● 1,600 H24 1,600 『県内分20』 0 1,100 Ｈ25（1,100㎡）本発掘調査実施
3 宝直 ● 3,000 H24 3,000 『県内分20』 0 2,000 Ｈ25（2,000㎡）協議保存（盛土）

4 宝直館跡 ● 16,000 H24 16,000 『県内分20』 0 2,800 Ｈ25（1,200㎡）協議保存（盛土）
Ｈ25（1,600㎡）本発掘調査実施

5 渋谷館跡 ● 5,200 Ｈ25 5,200 『県内分21』 0 0

6 前柳館跡 ● 2,100
Ｈ25 1,800 『県内分21』 0 0
Ｈ26 300 『県内分22』

7 ＤＴ－Ｂ19 ● 3,700 Ｈ26 3,400 『県内分22』 300 0 未試掘300㎡は除外と判断（『県内分22』）
8 ＤＴ－Ｂ20 ● 6,700 Ｈ26 6,700 『県内分22』 0 0

9 ＤＴ－Ｂ３（福田） ● 3,000 Ｈ26 2,700 『県内分22』 300 1,100
未試掘300㎡は除外と判断（『県内分22』）
Ｈ26　福田遺跡として新規登録
Ｈ27（1,100㎡）本発掘調査実施

10 ＤＴ－Ｂ21（沼ヶ入） ● 18,800 Ｈ26 9,900 『県内分22』 8,900 4,400
Ｈ26　沼ヶ入遺跡として新規登録
Ｈ27（1,300㎡）本発掘調査実施
Ｈ27（3,100㎡）協議保存（盛土）

11 ＤＴ－Ｂ22（下小国荒屋敷）
● 33,000

Ｈ26 5,700 『県内分22』
8,300

0 未試掘8,300㎡は除外と判断（７頁）
Ｈ27　下小国荒屋敷遺跡として新規登録
Ｈ27（3,600㎡）協議保存及び立会対応

Ｈ27 19,000 （７頁） 3,600
12 ＤＴ－Ｂ２ ● 1,400 － － － 1,400 －

13 山岸 ● 2,000
Ｈ26 400 『県内分22』

300
0
未試掘300㎡は立会対応（９頁）

Ｈ27 1,300 （９頁）
14 ＤＴ－Ｂ５ ● 1,000 － － － 1,000 －

合　計 11 1 2 102,000 終了 81,500 20,500 16,200 未試掘20,500㎡の内、9,200㎡は除外と判断
保存16,200㎡の内、7,000㎡の本発掘調査終了Ｈ27 20,300 3,600

　表12　相馬福島道路（霊山道路）関連試掘・確認調査対象遺跡成果一覧（伊達市）
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２．地域高規格道路（会津縦貫南道路）建設予定地

会津若松市から下郷町を経由し、南会津町に至る地域高規格道路として計画されている会津縦貫南道路（計

５区間）は、これまで若松西バイパス・小沼崎バイパス・湯野上バイパス・下郷田島バイパスの４区間で事

業化され、整備が進められてきた。このうち、下郷町地内の小沼崎バイパス・湯野上バイパスについては、

平成18・19年度に分布（表面）調査を実施し、平成24・26年度には湯野上バイパスの２箇所で試掘・確認調

査を行っている。

［下 郷 町］　同町地内の湯野上バイパスにかかる試掘・確認調査は、ＣＧ－Ｂ13、瀧ノ入遺跡、ＣＧ－

Ｂ11、辻堂下遺跡の４箇所で実施し、瀧ノ入遺跡では保存を要する範囲（4,000㎡）が確定された。ＣＧ－Ｂ

№ 遺	跡	名
試掘調査 遺跡工区内

面積（㎡）
年度別調査対象面積 未試掘

面積（㎡）
保存

面積（㎡） 備　　　　　　　考
終 継 未 年度 面積（㎡） 報告書

【伊達市】
1 ＤＴ－Ｂ23 ● 100 － － － 100 －

2 上ノ台館跡 ● 27,900

Ｈ27
（測量） 14,200 （10頁）

4,300
11,900 測量対象面積27,900㎡の内、14,200㎡は測量後、

11,900㎡を保存、2,300㎡を慎工と判断（11頁）

Ｈ27 9,400 （11頁） 3,700 保存3,700㎡の内400㎡はＤＴ－Ｂ34（上ノ台）
に含める（14頁）

3 ＤＴ－Ｂ34（上ノ台） ● 2,300 Ｈ27 1,900 （13頁） 400 600
保存600㎡の内100㎡は上ノ台館跡に加える
残る500㎡は上ノ台遺跡として新規登録
これに上記400㎡を加え、保存900㎡とする
Ｈ27（900㎡）本発掘調査実施

4 ＤＴ－Ｂ24 ● 4,200 － － － 4,200 －
5 ＤＴ－Ｂ25 ● 8,000 － － － 8,000 －
6 ＤＴ－Ｂ26 ● 18,500 Ｈ27 18,500 （14頁） 0 0
7 ＤＴ－Ｂ35 ● 2,600 Ｈ27 1,400 （14頁） 1,100 0 Ｈ27工区拡張により追加（29頁）
8 ＤＴ－Ｂ36 ● 10,700 － － 10,700 － Ｈ27工区拡張により追加（29頁）

9 ＤＴ－Ｂ27 ● 4,500 － － － 4,500 － Ｈ27工区拡張により2,700㎡から面積変更（29
頁）

10 大上山 ● 5,600 － － － 5,600 － Ｈ27工区拡張により追加（29頁）

11 ＤＴ－Ｂ28 ● 14,200
Ｈ26 6,000 『県内分22』

300 0
未試掘300㎡は除外と判断（16頁）

Ｈ27 7,900 （15頁）
12 ＤＴ－Ｂ29 ● 19,000 － － － 19,000 －
13 中室内 ● 13,700 － － － 13,700 －
14 ＤＴ－Ｂ30 ● 27,600 － － － 27,600 －
15 ＤＴ－Ｂ31 ● 8,100 － － － 8,100 －
16 宮本 ● 18,000 － － － 18,000 －
17 ＤＴ－Ｂ32 ● 7,900 － － － 7,900 －
18 荒屋敷 ● 9,300 － － － 9,300 －
19 ＤＴ－Ｂ33 ● 8,800 － － － 8,800 －
	伊達市　計 2 3 14 211,000 終了 59,300 151,600 16,200 未試掘151,600㎡の内、300㎡は除外と判断

保存16,200㎡のうち、900㎡本発掘調査終了Ｈ27 53,300 16,200
【桑折町】
1 桑折台 ● 200 － － － 200 －
2 ＱＲ－Ｂ1 ● 200 － － － 200 －

3 ＱＲ－Ｂ2（川原田） ● 18,500 Ｈ27 14,600 （16頁） 3,900 3,700 Ｈ27　川原田遺跡として新規登録

4 ＱＲ－Ｂ3 ● 20,500 Ｈ27 10,800 （19頁） 9,700 0
5 ＱＲ－Ｂ 4 ● 20,300 Ｈ27 3,700 （20頁） 16,600 0
	桑折町　計 0 3 2 59,700 終了 29,100 30,600 3,700 保存3,700㎡は未発掘

Ｈ27 29,100 3,700
伊達市・桑折町　

合計 2 6 16 270,700 終了 88,400 182,200 19,900

　表13　相馬福島道路（霊山～福島）関連試掘・確認調査対象遺跡成果一覧（伊達市・桑折町）
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13でも保存を要する範囲（150㎡）は確定したが、周囲の大部分が未試掘であるため、埋蔵文化財包蔵地の名

称や範囲確定は平成28年度以降の予定である。

以上により、下郷町地内の湯野上バイパスで平成28年度以降、試掘・確認調査の対象となる遺跡及び遺

跡推定地は、計７箇所で、これらの未試掘面積の合計は32,300㎡である。

３．主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）建設予定地

主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）は、いわき市小名浜湾と常磐自動車道を結ぶ全長8.3㎞の自

動車専用道路である。本事業にかかる分布（表面）調査は平成25年度に実施し、周知の遺跡３箇所と新規の

遺跡推定地13箇所を確認した。本年度より試掘・確認調査を開始した。

［い わ き 市］　同市地内の小名浜道路にかかる試掘・確認調査は、江畑館跡の１箇所で実施したが、保存を

要する箇所はなかった。

平成28年度以降、小名浜道路で試掘・確認調査の対象となる遺跡及び遺跡推定地は、計11箇所で、これ

らの未試掘面積の合計は32,800㎡である。

№ 遺	跡	名
試掘調査 遺跡工区内

面積（㎡）
年度別調査対象面積 未試掘

面積（㎡）
保存

面積（㎡） 備　　　　　　　考
終 継 未 年度 面積（㎡） 報告書

1 ＣＧ－Ｂ13 ● 12,000
Ｈ26 600 『県内分22』

8,600 150
Ｈ27工区変更に伴い面積を12,000㎡に変更

Ｈ27 2,800 （22頁）
2 瀧ノ入 ● 7,200 Ｈ27 5,600 （23頁） 1,600 4,000 未試掘1,600㎡は慎工と判断（24頁）

3 栗林 ● 10,200 Ｈ24 8,200 『県内分20』 2,000 5,000 Ｈ27（1,600㎡）本発掘調査実施
Ｈ27未試掘（現道箇所；150㎡）は立会対応

4 ＣＧ－Ｂ11 ● 7,000 Ｈ27 4,700 （25頁） 2,300 － 未試掘2,300㎡の内、300㎡は除外と判断（25頁）
5 辻堂下 ● 3,700 Ｈ27 700 （26頁） 3,000 － 未試掘3,000㎡の内、100㎡は慎工と判断（26頁）
6 辻堂 ● 900 － － － 900 －
7 ＣＧ－Ｂ９ ● 5,100 － － － 5,100 －
8 ＣＧ－Ｂ10 ● 10,800 － － － 10,800 －
下郷町　計 1 4 3 56,900 終了 22,600 34,300 9,150 未試掘34,300㎡の内、2,000㎡は慎工・除外と判断

保存9,150㎡のうち、1,600㎡本発掘調査終了Ｈ27 13,800 4,150

　表14　地域高規格道路（会津縦貫南道路）関連試掘・確認調査対象遺跡成果一覧（下郷町）

№ 遺	跡	名
試掘調査 遺跡工区内

面積（㎡）
年度別調査対象面積 未試掘

面積（㎡）
保存

面積（㎡） 備 考
終 継 未 年度 面積（㎡） 報告書

1 泉大平 ● 2,700 － － － 2,700 －
2 ＩＷＫ－Ｂ１ ● 5,300 － － － 5,300 －
3 ＩＷＫ－Ｂ２ ● 600 － － － 600 －
4 ＩＷＫ－Ｂ３ ● 1,000 － － － 1,000 －
5 ＩＷＫ－Ｂ４ ● 1,500 － － － 1,500 －
6 ＩＷＫ－Ｂ５ ● 2,000 － － － 2,000 －
7 ＩＷＫ－Ｂ６ ● 1,100 － － － 1,100 －

8 江畑町堀ノ内館跡 ● 8,900 － － － 8,900 －

9 江畑館跡 ● 10,000 Ｈ27 10,000 （28頁） 0 0

10 ＩＷＫ－Ｂ10 ● 1,400 － － － 1,400 －

11 ＩＷＫ－Ｂ11 ● 400 － － － 400 －
12 ＩＷＫ－Ｂ13 ● 7,900 － － － 7,900 －
いわき市　計 1 0 11 42,800 終了 10,000 32,800 0

Ｈ27 10,000 0

　表15　主要地方道いわき上三坂小野線（小名浜道路）関連試掘・確認調査対象遺跡成果一覧（いわき市）

［表11～15用 例］　『県内分＊』→『福島県内遺跡分布調査報告＊』、（	＊	頁）→本報告書掲載ページ、
終→終了、継→調査継続中、未→未着手　以下、共通。

※　試掘対象面積･未試掘面積などは、工事計画などにより変更される場合がある。
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４．埋蔵文化財包蔵地の登録と変更

本報告における分布調査及び試掘・確認調査の結果、３件の埋蔵文化財包蔵地を新規に登録し、１件の埋

蔵文化財包蔵地について内容の変更を行った。今後は、以下の内容に基づいて埋蔵文化財の保護を行う。

［伊 達 市］　

下
し も お ぐ に あ ら や し き

小国荒屋敷遺跡（伊達市霊山町下小国字荒屋敷）

相馬福島道路建設予定地内で、遺跡推定地ＤＴ－Ｂ22の試掘調査を実施したところ、縄文時代の遺物包含

層を確認した。この層の拡がりが予想される範囲を中心に、埋蔵文化財包蔵地として新規に登録した。登録

面積は9,300㎡である。

上
か み の だ い

ノ台遺跡（伊達市霊山町下小国字上ノ台）

相馬福島道路建設予定地内で、上ノ台館跡の確認調査及び遺跡推定地ＤＴ－Ｂ34の試掘調査を実施したと

　表16　埋蔵文化財包蔵地（新規・変更）一覧　
市町村
ｺｰﾄﾞ

遺跡
ｺｰﾄﾞ 遺跡名 所在地 登録概要 種別 時代 面積 備考

2133 00660 下小国荒屋敷遺跡 伊達市霊山町下小国字荒屋敷 新規登録 散布地 縄文、平安 9,300㎡ DT-B22･B2 を下小国荒屋敷遺跡として登録

2133 00659 上ノ台遺跡 伊達市霊山町下小国字上ノ台 新規登録 散布地 縄文、中世 900㎡ DT-B34 を上ノ台遺跡として登録

2133 00377 大上山遺跡 伊達市保原町大柳字栃窪入 範囲変更 散布地 奈良 5,600㎡ 分布調査の結果による

3016 00103 川原田遺跡 桑折町松原字川原田 新規登録 散布地 縄文、平安 9,100㎡ QR-B2 を川原田遺跡として登録
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ころ、縄文時代の遺物包含層を確認した。この層の拡がりが予想される範囲を中心に、埋蔵文化財包蔵地と

して新規に登録した。登録面積は900㎡である。

大
だいじょうやま

上 山遺跡（伊達市保原町大柳字栃窪入）

相馬福島道路建設予定地内で、分布（表面）調査を実施したところ、丘陵斜面及び裾部に埋蔵文化財の拡が

りが予想されるため、周知の埋蔵文化財包蔵地である大上山遺跡の範囲を変更した。変更後の登録面積は

5,600㎡である。

図32　上ノ台遺跡の範囲
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［桑 折 町］　

川
か わ は ら だ

原田遺跡（桑折町松原字川原田）

相馬福島道路建設予定地内で、遺跡推定地ＱＲ－Ｂ２の試掘調査を実施したところ、縄文・平安時代の遺

物包含層と土坑や溝跡などを確認した。遺物包含層の拡がりが予想される範囲を中心に、埋蔵文化財包蔵地

として新規に登録した。登録面積は9,100㎡である。
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図34　川原田遺跡の範囲
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

北緯＊1 東経＊1 発掘期間 発掘面積＊2

㎡
発掘原因

市町村 遺跡番号
ＳＭ－Ｂ① 福

ふくしまけんそうましやまかみ
島県相馬市山上 07209 なし 37°46′58″ 140°54′ 8″ 20150618～20150619 180.0 試掘調査

ＳＭ－Ｂ② 福
ふくしまけんそうましいまだ
島県相馬市今田 07209 なし 37°46′46″ 140°54′ 7″ 20150617・20151111 211.8 試掘調査

東
ひがしはぐろだいら
羽 黒 平

（ＳＭ－Ｂ⑤） 福
ふくしまけんそうましいまだ
島県相馬市今田 07209 00212 37°46′26″ 140°53′37″ 20150630・20151110 82.0 確認調査

下
しもおぐにあらやしき
小国荒屋敷

（ＤＴ－Ｂ22） 福
ふくしまけんだてしりょうぜんまちしもおぐに
島県伊達市霊山町下小国 07213 00660 37°46′1″ 140°35′17″ 20150513～20150521 500.5 試掘調査

山
やまぎし
岸 福

ふくしまけんだてしりょうぜんまちしもおぐに
島県伊達市霊山町下小国 07213 00643 37°46′3″ 140°35′12″ 20150522 41.0 確認調査

上
かみのだいたてあと
ノ台館跡 福

ふくしまけんだてしりょうぜんまちしもおぐに
島県伊達市霊山町下小国 07213 00654 37°46′15″ 140°35′13″ 20150615～20150729 259.3 確認調査

上
かみのだい
ノ台

（ＤＴ－Ｂ34） 福
ふくしまけんだてしりょうぜんまちしもおぐに
島県伊達市霊山町下小国 07213 00659 37°46′16″ 140°35′13″ 20150713～20150729 29.5 試掘調査

ＤＴ－Ｂ26 福
ふくしまけんだてしほばらまちおおやなぎ
島県伊達市保原町大柳 07213 なし 37°47′39″ 140°32′57″ 20151124～20151211 707.0 試掘調査

ＤＴ－Ｂ35 福
ふくしまけんだてしほばらまちおおやなぎ
島県伊達市保原町大柳 07213 なし 37°47′46″ 140°32′52″ 20151209 32.0 試掘調査

ＤＴ－Ｂ28 福
ふくしまだてしほばらまちかみほばら
島県伊達市保原町上保原 07213 なし 37°48′10″ 140°32′30″ 20150728～20150805 528.0 試掘調査

川
かわはらだ
原田

（ＱＲ－Ｂ２）
福
ふくしまけんだてぐんこおりまちまつばら
島県伊達郡桑折町松原、同

成
なりた
田

07301 00103 37°49′59″ 140°29′37″ 20150929～20151009 499.8 試掘調査

ＱＲ－Ｂ３ 福
ふくしまけんだてぐんこおりまちまつばら
島県伊達郡桑折町松原 07301 なし 37°49′56″ 140°29′26″ 20150914～20150928 248.0 試掘調査

ＱＲ－Ｂ４ 福
ふくしまけんだてぐんこおりまちまつばら
島県伊達郡桑折町松原 07301 なし 37°49′59″ 140°29′16″ 20150901～20150904 108.9 試掘調査

ＣＧ－Ｂ 13 福
ふくしまけんみなみあいづぐんしもごうまちたかしま
島県南会津郡下郷町高陦 07362 なし 37°18′28″ 139°54′23″ 20150901～20150904

20151021 96.0 試掘調査

瀧
たきのいり
ノ入 福

ふくしまけんみなみあいづぐんしもごうまちしらいわ
島県南会津郡下郷町白岩 07362 00141 37°17′4″ 139°54′46″ 20151022～20151105 284.7 確認調査

ＣＧ－Ｂ 11 福
ふくしまけんみなみあいづぐんしもごうまちなかづま
島県南会津郡下郷町中妻 07362 なし 37°15′38″ 139°53′11″ 20151021 55.0 試掘調査

辻
つじどうした
堂下 福

ふくしまけんみなみあいづぐんしもごうまちなかづま
島県南会津郡下郷町中妻 07362 00029 37°15′37″ 139°53′ 3″ 20151020 16.0 確認調査

江
えばたたてあと
畑館跡 福

ふくしまけんいわきしえばたまちほりのうち
島県いわき市江畑町堀ノ内 07204 01285 36°56′33″ 140°47′37″ 20151118～20151211 387.0 確認調査

報 告 書 抄 録

特記
事項

要約

＊1　経緯度数値は世界測地系（平成14年４月１日から適用）による。　＊2　トレンチ掘削面積を示す。

相馬福島道路建設予定地内（伊達市）のＤＴ－Ｂ22で試掘調査を実施したところ、縄文時代の遺物包含層を確認した。このため、下小国荒屋
敷遺跡として新規登録した。同予定地（伊達市）のＤＴ－Ｂ34の調査でも、縄文時代の遺物包含層を確認したため、上ノ台遺跡として新規登録
した。同予定地（桑折町）のＱＲ－Ｂ２の調査では縄文・平安時代の遺構や遺物を確認したため、川原田遺跡として新規登録した。このほか、同
予定地（伊達市）の上ノ台館跡では測量・確認調査を実施し、建設予定地内の15,600㎡を保存を要する範囲とした。
会津縦貫南道路建設予定地内（下郷町）の瀧ノ入遺跡で確認調査を実施したところ、弥生時代の遺物包含層や土坑を確認した。このため、建設
予定地内の4,000㎡を保存を要する範囲とした。同予定地（下郷町）のＣＧ－Ｂ13の調査でも縄文時代の土坑が見つかったため、建設予定地内の
150㎡を保存を要する範囲とした。

福島県教育委員会が平成27年度に実施した、相馬福島道路・会津縦貫南道路・小名浜道路建設予定地内における埋蔵文化財の分布・測量調査、
並びに同予定地内の遺跡及び遺跡推定地を対象とする試掘・確認調査の報告書である。
151,600㎡を対象とした測量・試掘・確認調査の結果、遺跡５箇所、遺跡推定地１箇所の合計面積27,650㎡について保存が必要と判断した（表１～
３参照）。また、３件の埋蔵文化財包蔵地を新規に登録し、１件の埋蔵文化財包蔵地について遺跡範囲の変更を行った（表16参照）。
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